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清流の国ぎふ防災・減災センター

プロジェクトの背景

•過去の災害資料は，その地域の脆弱
なところを示したり，対策の知恵を
知るための貴重な資料

•災害の記憶や資料は，役所の保管年
数や経験された方の死去などによっ
て，逸散してしまう

•災害を経験した人がいても，その話
を伝える機会がない

•過去の災害の記憶や記録を意識的
に残し，新しい世代に継承する仕掛
けが必要
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過去の被災資料を
蓄積（被災の記録と
記憶を継承）

それらの資料を地
域防災ワークショッ
プなどで活用

ワークショップ結果
もデータベースに入

れる

災害アーカイブの構築，災害アーカイブに格納したデータの活用
まで連動させて，地域防災に活用する方策を提案



清流の国ぎふ防災・減災センター

大事にしていること

•主体は地域の人自身であること

• 我々が資料を集めたいわけではなく，我々は地域の人が使いたい，残し
たい資料の保存，活用をお手伝いする

• 資料を持っている人，資料を使いたい人，資料を残したい人，資料につい
て語れる人，資料を使った取り組みに参加する人，みんなが主体である

•持続可能な取り組みにしていくこと

• 提供いただく資料は，クリエイティブコモンズのCC-BY 4.0（資料の著
作権者を表示すれば，改変，複製，再配布可）で提供することに同意して
もらうようにしている（再利用できないと意味がない）

• ワークショップやパネル展の支援をすることで，ノウハウを提供し，いずれ
は主催者自身で実施できるようにしていくことを目指している

• 活用団体が増える事で，デジタル化やデータの保存，保守などについて
も連携して実施できるようにしていきたいと考えている
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「みんなで集め，保存し，活用する」参加型プラットフォーム
を目指している



清流の国ぎふ防災・減災センター

行っていること

•地域の人が使いたい，保存したいと考える災害資料のデジタル化
と保存（ものの保存はしない）

• その地域で過去に起きた災害の写真と，同じ場所の現在の写真，
当時の地理的な被災状況と現在のハザードマップを用いて，地域
の防災を考えるワークショップ開催の支援

• その地域で過去に起きた災害の写真などを用いたパネル展の開
催の支援
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清流の国ぎふ防災・減災センター

• 対象者

• 一般（中学生くらいから大人まで）

• 時間

• 2時間

• 人数

• 1グループ6名程度

• スタッフ

• 全体の進行役，グループの進行役，グ
ループの記録係

• 必要なもの

• 有料Zoomアカウント，WebGISハザー
ドマップ（重ねるハザードマップなど），
タイムライン記録用シート（Google 
sheetsなど）

• その他活用できるもの

• 地理院地図（標高，土地の成り立ち，災
害伝承，近年の災害など）
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①写真の収集（被災時，現在）

②アーカイブへのデータ格納

③アーカイブへの被災地図やハ
ザードマップの連携

④災害当時の状況整理
（タイムラインの作成）

⑤全体セッション1（災害解説）

⑥グループセッション1
（災害当時の体験などの共有）

⑦グループセッション2
（対策計画の作成）

⑧全体セッション2（振り返り）

準
備

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワークショップの流れ（オンラインの場合）
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清流の国ぎふ防災・減災センター
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清流の国ぎふ防災・減災センター
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清流の国ぎふ防災・減災センター

これまでの取り組み

•対面ワークショップ

• 岐阜県川辺町

• 日時：2019/2/17 9:00-11:00，場所：川辺町やすらぎの家，対象災害：1968
年飛騨川バス転落事故，主催者：かわべ防災の会，参加者：31名

• 岐阜県多治見市

• 日時：2020/2/2 13:30-15:30，場所：多治見市根本交流センター，対象災害：
平成23年(2011年)9月豪雨，主催者：多治見市根本交流センター，参加者：35名

• 岐阜県大垣市

• 日時：2020/2/15 13:30-15:30，場所：大垣市墨俣地域事務所，対象災害：
9.12水害（1976年安八水害），主催者：墨俣地区防災士会，参加者：52名

• 岐阜県郡上市八幡町

• 日時：2020/2/16 18:00-20:00，場所：郡上市八幡町子瀬子会館，対象災害：
地域内で過去に発生した水害，参加者：10名

• 岐阜県郡上市大和地区

• 日時：2020/2/23 13:00-15:00，場所：郡上市大和西小学校，対象災害：昭和
56年(1981年)7月13, 14日集中豪雨，主催者：大和西小学校PTA，参加者：28
名（うち，子ども12名）

9



清流の国ぎふ防災・減災センター

これまでの取り組み

• オンラインワークショップ

• 災害アーカイブワークショップ in 大垣

• 日時：2020/6/27，対象災害：9.12豪雨災害（1976年），主催者：清流の国ぎふ 女性
防災士会，参加者：9名

• 第7回三陸&東海 防災フォーラム“伝”

• 日時：2021/2/27，対象災害：2000年東海豪雨，主催者：伝，参加者：37名

• 災害アーカイブワークショップ in 高山

• 日時：2021/3/24，対象災害：2004年台風23号，主催者：高山市民防災研究会，参加
者27名

• 災害アーカイブワークショップ in 岐南

• 日時：2021/7/18，対象災害：昭和51年（1976年）9月12日豪雨，主催者：Manabo～
ママ・ぎなん・防災～，参加者：13名

• 災害アーカイブワークショップ in 関市（富野）

• 日時：2021/10/23，対象災害：平成30年7月豪雨，主催者：せき防災の会，参加者：15
名

• 第8回三陸&東海 防災フォーラム“伝”

• 日時：2021/11/27，対象災害：東日本大震災，主催者：一般社団法人三陸＆東海防災
フォーラム伝，対象者：亘理高校と岡山県の高校生，参加者：16名
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清流の国ぎふ防災・減災センター

これまでの取り組み
• 1891年濃尾地震パネル展

• 日時：2020/11/28-29，場所：震災紀念堂（岐阜県岐阜市），主催：濃尾震災紀念堂保存機構・災害
アーカイブぎふ

• 日時：2021/4/5-30，場所：可児市役所（岐阜県可児市），主催：可児市・災害アーカイブぎふ

• 日時：2021/5/2-29，場所：ヤマカまなびパーク（岐阜県多治見市），主催：多治見市市民活動交流
センター・多治見市根元交流センター・災害アーカイブぎふ

• 日時：2021/5/29-6/27（岐阜市緊急事態宣言により2021/6/22-29に短縮），場所：岐阜市歴
史博物館（岐阜県岐阜市），主催：岐阜市歴史博物館

• 日時：2021/6/7-30，場所：川辺町役場（岐阜県川辺町），主催：かわべ 防災の会・川辺町・災害アー
カイブぎふ

• 日時：2021/7/5-30，場所：総合健康福祉センターやすらぎ苑（岐阜県岐南町），主催：岐南町社会
福祉協議会・災害アーカイブぎふ

• 日時：2021/9/1-30（緊急事態措置区域指定のため中止），場所：岐阜県博物館（岐阜県関市），主
催：岐阜県博物館

• 日時：2021/10/27-31，場所：ハートフルスクエアーG（岐阜県岐阜市），主催：災害アーカイブぎふ

• 日時：2021/11/7，場所：岐阜メモリアルセンター長良川競技場（FC岐阜の試合会場，岐阜県岐阜
市），主催：災害アーカイブぎふ

• 日時：2021/11/17-12/3，場所：関ヶ原ふれあいセンター（岐阜県関ヶ原町），主催：関ケ原町社会
福祉協議会

• 日時：2021/12/15，場所：中川地区防災士会の会議会場（岐阜県大垣市），主催：災害アーカイブぎ
ふ

• 日時：2021/12/21-28，場所：わかくさ・プラザ（岐阜県関市），主催：せき防災の会
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清流の国ぎふ防災・減災センター

これまでの取り組み
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清流の国ぎふ防災・減災センター

効果と今後展開

•効果

• ワークショップやパネル展を通じて，災害に関する多様な語りが引き出さ
れ，参加者間で共有できる

• 災害の記憶の継承

• ワークショップやパネル展のために，地域の人自身があらためて災害資
料に注意を向けることで，資料が発掘されたり，逸散防止が図られる．保
存された資料が再活用できる

• 災害の記録の継承

• 地域の人が自分ごとで考えはじめる（パネル展に，独自の資料を作成，追
加するなど）

• 学校の副読本作成に利用したい（その地域の資料を使いたい）というよう
に，活用ニーズが拡大している

•今後展開

• 学校なども連携して，主体的に活動する人を増やしていきたい

• 地域を越えた連携も考えたい（活用の幅や持続可能性が高くなる）
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